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県
林
研
グ
ル
ー
プ

交
換
研
修
大
会
開
催

７
月
18
日
、
新
見
市

「
ま
な
び
広
場
に
い

み
」
に
、
県
内
の
林

研
グ
ル
ー
プ
が
一
堂

に
会
し
、
岡
山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
研
修
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
活
動
事
例
発
表
や
、
各
林
研
の
活

動
報
告
な
ど
、
年
に
一
度
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
を

深
め
、
次
の
活
動
に
つ
な

が
る
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に

よ
る
「
御
殿
町
ま
ち
歩

き
」
、
創
山
林
業
さ
ん
の

お
が
粉
プ
ラ
ン
ト
の
視

察
見
学
と
大

変
暑
い
時
期

で
し
た
が
、
参

加
者
相
互
に

元
気
を
も
ら

え
た
よ
う
で
、

和
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。

平成24年度の協会の一

年を振り返り、活動状

況をお伝えします

（事務局）

森林・林業のＰＲスタッフ「おかや

ま森の大使」第 11 代目となる２名が

決定しました。

今年度は、地元岡山のオフィスユニ

フォーム会社・(株)セロリー様の協力

により、制服をリニューアルしまし

た！夏服はオリジナルデザインです。

お楽しみに！

また、コンサルタントネットワーク・小林朗子

さんからアナウンス

や接遇の研修を受

け、派遣体制も整え

ました。様々な場面

でイベントをお手伝

いいたしますので、

派遣依頼をお待ちし

ています。

「
高
校
生
等
に
対
す
る

林
業
経
営
・
就
業
体
験
等

事
業
」
を
活
用
し
て
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
地
域
の
森
林
・
林
業

を
知
っ
て
も
ら
う
体
験
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

県
立
勝
間
田
高
校
の
２

年
生
９
名
は
、
林
業
関
係

の
企
業
・
関
係
機
関
を
訪

岡
山
大
学
農
学
部
の
学
生
38

人
は
、
「
お
か
や
ま
共
生
の
森
・

柵
原
」
に
お
い
て
、
毎
木
調
査
か

ら
伐
倒
ま
で
の
間
伐
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。
鏡
野
町
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
会
員

を
中
心
と
し
た
現
地
ス
タ
ッ
フ

か
ら
指
導
を
受
け
、
一
つ
一
つ
の

工
程
を
確
認
し
な
が
ら
間
伐
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
林
研
グ
ル
ー
プ
会
員
に

よ
る
林
業
講
話
を
聞
き
、
林
業
の

大
変
さ
と
大
切
さ
を
同
時
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。

左:濱田 南さん 右:佐々木曜子さん

御殿町まち歩き
新見市神郷女性林業研究
グループさんの「こけ玉」
展示

おかやま森づくり県民税 PR

れ
、
就
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
林
業
の
現
場

で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
機
械
を
操
作
す

る
な
ど
体
験
を
通
じ
て
、
森
林
や
林
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

△

勝
間
田
高
校
就
業

体
験

◁

岡
山
大
学
間
伐

体
験
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岡
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催
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年
に
一
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グ
ル
ー
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同
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交
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を
深
め
、
次
の
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が
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情
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交
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行
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ま
し
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。
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後
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
よ
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参
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元
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え
た
よ
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な
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囲
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し
た
。
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催
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林
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経

営
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事
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用
し
て
、
次
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担
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子
ど
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た
ち
に
、
地
域
の
森
林
・
林
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ら
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体
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活
動
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取
り
組
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。
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。
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。
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一
　は
じ
め
に

　

…

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
は
、
苫
田

郡
４
組
合
が
平
成
18
年
10
月
に
合
併
し

て
設
立
さ
れ
、
民
有
林
面
積
約
３
２
，

０
０
０
㌶
の
エ
リ
ア
で
主
に
間
伐
等
の

森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
森
林
経
営
計

画
制
度
に
よ
る
集
約
化
施
業
の
取
り
組

み
と
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
に
つ
い
て

小
椋
業
務
部
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

二
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

� 

集
約
化
施
業
の
取
り
組
み
は
？

　

平
成
19
年
度
か
ら
低
コ
ス
ト
モ
デ
ル

特
集
【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
⑩
】

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

津
山
普
及
指
導
区

団
地
の
設
置
に
着
手
し
、
森
林
所
有
者

へ
の
施
業
提
案
に
よ
り
、
百
谷
地
内

１
０
２
㌶
、
羽
出
地
内
87
㌶
の
団
地
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
22
年
度
に
は
集

材
方
法
別
（
ウ
ィ
ン
チ
集
材
、
グ
ラ
ッ

プ
ル
集
材
等
）
に
作
業
工
程
を
数
値
化

し
、
間
伐
コ
ス
ト
の
分
析
・
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
職
員
が

共
有
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
現
場
に
応

じ
た
施
業
プ
ラ
ン
を
立
て
る
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。

� 

集
約
化
施
業
の
今
後
の
推
進
は
？

　

新
た
な
経
営
計
画
制
度
で
は
、
団
地

規
模
や
間
伐
面
積
を
一
定
規
模
ま
と
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
小
規
模
林
家
や
不

在
村
等
の
森
林
所
有
者
に
も
積
極
的
に

関
わ
り
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

既
に
、
経
営
計
画
を
作
成
し
た
団
地

に
お
い
て
も
、
制
度
を
早
期
に
定
着
さ

せ
、
本
格
的
な
運
用
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
取
組
事
例
を
増
や
し
て
検
証

を
重
ね
、
現
場
条
件
に
応
じ
た
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
集
約
化
施
業
を
推
進

し
、
経
営
計
画
の
着
実
な
実
行
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

� 

ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
取
り
組
み
は
？

　

上
斎
原
地
内
で
ナ
ラ
枯
れ
が
発
見
さ

れ
た
21
年
度
以
降
、
拡
大
防
止
の
た
め

に
県
、
町
と
連
携
し
て
早
期
発
見
と
徹

底
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
は
、
町
の
ナ
ラ
枯
れ
被

害
対
策
協
議
会
が
発
足
し
、
地
域
が
一

体
と
な
り
、
防
除
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

当
組
合
も
会
に
参
画
し
、
キ
ノ
コ
生

産
者
等
と
の
間
で
、
更
新
伐
し
た
高
齢

木
を
シ
イ
タ
ケ
原
木
と
し
て
届
け
る
こ

と
等
を
申
し
受
け
、
拡
大
防
止
と
広
葉

樹
利
用
促
進
の
新
し
い
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
。

� 

最
後
に
一
言

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
未
利
用
間
伐
材
の
利
用

等
、
新
た
な
取
組
を
追
い
風
に
し
て
、

豊
か
な
森
林
を
守
り
育
て
、
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

三
　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
山
を
よ
く

知
り
、
地
域
林
業
を
担
う
森
林
組
合
が

主
体
的
に
行
う
こ
と
で
事
業
効
果
が
高

ま
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
組
合
の
実
践
が
、
更
に
発
展
し
、

モ
デ
ル
事
例
と
し
て
県
下
に
波
及
し
て

い
く
よ
う
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
津
山
普
及
指
導
区

林
業
普
及
指
導
員　

難
波
武
博
）

小椋業務部長

間伐コストの検証

間伐コストの検証
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売
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
３
０
０
袋
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
商
品
の
開
発
や
「
身
近
な

山
野
草
の
健
康
食
料
と
し
て
の
魅
力
」

を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

身
近
な
山
野
草
を
材
料
に
商
品
開
発

に
至
る
ま
で
の
熱
意
と
ご
尽
力
に
対
し

改
め
て
感
服
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
富
原
や
ま
ん
ば
ぁ
ば
」
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
設
定
す
る
等
の
販
売
戦
略
も
な

か
な
か
の
も
の
で
す
。
今
後
も
連
携
し

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
真
庭
普
及
指
導
区

　

林
業
普
及
指
導
員　

窪
井…

裕
誠
）

員
に
更
な
る
や
る
気
を
刺
激
し
、
楽
し

い
中
に
も
緊
張
感
の
あ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

○ 

「
く
ず
新
芽
ブ
レ
ン
ド
茶
」
開
発
に
お

け
る
苦
労
話
は
？

　

お
茶
に
注
目
し
た
の
は
、
富
原
が
古

く
か
ら
の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
が
理
由

で
、
メ
イ
ン
の
材
料
に
「
ク
ズ
」
を
選

択
し
た
こ
と
は
、
刈
っ
て
も
す
ぐ
大
き

く
な
り
生
命
力
が
あ
り
、
何
処
に
で
も

自
生
し
て
い
る
こ
と
、
森
林
の
管
理
を

怠
る
と
す
ぐ
に
増
え
る
厄
介
も
の
で
あ

る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ブ
レ
ン
ド

に
拘
っ
た
の
は
、
ク
ズ
＝
肝
機
能
向
上
、

ヒ
ノ
キ
＝
殺
菌
効
果
、
ク
ワ
＝
滋
養
強

壮
、
ア
ス
ナ
ロ
＝
肝
炎
、
ク
マ
ザ
サ
＝

胃
に
良
い
等
の
薬
効
の
相
乗
効
果
を

狙
っ
た
も
の
で
す
。

　

苦
労
し
た
点
と
し
て
、
材
料
の
採
取

が
ほ
と
ん
ど
人
力
で
、
特
に
ク
ズ
の
新

芽
は
穂
先
か
ら
20
㎝
に
限
定
し
て
採
取

し
て
お
り
、
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
ブ
レ
ン
ド
の
配
合
率
で
、
何

度
も
配
合
を
検
討
し
、
高
校
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
試
飲
し
て
も
ら
い
、
ク
ズ
を

５
割
に
し
た
爽
や
か
な
香
り
と
甘
さ
が

特
長
の
お
茶
に
仕
上
げ
る
の
に
苦
労
し

た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
「
く
ず
新
芽
ブ
レ
ン
ド
茶
」
の
生
産
販

催
の
「
里
山
宝
探
し
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に

参
加
し
、
身
近
な
薬
草
を
日
常
の
食
事

に
取
り
入
れ
た
健
康
生
活
や
、
そ
れ
を

活
用
し
た
村
お
こ
し
で
著
名
な
「
崇
城

大
学
薬
学
部　

村
上
光
太
郎
教
授
」
と

の
出
会
い
で
し
た
。
自
生
し
て
い
る
山

野
草
の
薬
用
効
果
や
栽
培
方
法
の
指
導

を
受
け
、
山
野
草
を
活
用
し
た
調
理
等

の
利
用
方
法
を
研
究
し
た
こ
と
が
、
今

回
の
商
品
開
発
に
繋
が
り
ま
し
た
。

○ 

利
用
方
法
の
検
討
で
苦
労
し
た
こ
と

は
？

　

初
回
の
ゼ
ミ
で
雑
草
と
思
っ
て
い
た

も
の
の
多
く
が
薬
効
の
あ
る
薬
草
で
あ

り
、
富
原
に
は
多
く
の
活
用
で
き
る
山

野
草
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
回
目
以
降
は
、
加
工
の
実
践
検
討

で
「
ア
ザ
ミ
」「
タ
ラ
」「
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
」

を
活
用
し
た
調
理
の
実
践
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ア
ザ
ミ
を
そ
の
ま
ま
天
ぷ
ら
に

し
た
方
が
い
て
、
と
げ
で
口
が
痛
く
て

食
べ
ら
れ
な
い
失
敗
談
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
は
家
族
を
実
験
台
に
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
様
々
な
調
理
パ

タ
ー
ン
を
生
み
出
し
、
み
ん
な
で
調
理

し
た
も
の
を
試
食
し
、
出
品
者
が
発
想

や
調
理
方
法
を
発
表
し
ま
す
。
先
生
の

評
価
は
「
普
通
に
美
味
し
い
も
の
で
は

ダ
メ
」「
手
が
込
み
す
ぎ
て
素
材
の
味
が

し
な
い
」
と
実
に
辛
口
で
、
当
ク
ラ
ブ

富
原
婦
人
林
業
研
究
ク
ラ
ブ

　
　
　
　会
長
　戸
田
　温
子
さ
ん

○
は
じ
め
に

　

真
庭
市
の
富
原
地
区
で
、
里
山
の
山

野
草
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
富
原
婦
人
林
業
研
究
ク
ラ

ブ
会
長
の
戸
田
温
子
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。
今
年
度
に
商
品
開
発
し
た
「
く
ず

新
芽
ブ
レ
ン
ド
茶
」
は
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
で
紹
介
さ
れ
大
反
響
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
商
品
開
発
に
至
る
経
緯
や
苦
労

さ
れ
た
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

○
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
？

　

商
品
開
発
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は

里
山
活
性
化
を
目
的
と
し
た
真
庭
市
主

普
及
最
前
線

普
及
最
前
線

　
　
　「こ
の
人
に
聞
く
！
」
�

新商品「くず新芽ブレンド茶」

手前中央が戸田会長
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て
い
ま
す
が
、
植
付
や
育
成
管
理
指
導

に
つ
い
て
は
林
業
普
及
指
導
員
が
行
う

な
ど
、
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

　

春
植
え
の
時
期
を
目
前
に
し
て
、
農

協
か
ら
苗
木
を
購
入
さ
れ
る
方
を
対
象

に
２
月
７
日
（
木
）、
勝
英
農
協
勝
央
支

店
の
会
議
室
に
お
い
て
【
岡
山
甘
栗
栽

培
講
習
会
】
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
当

初
20
名
程
度
の
参
加
者
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
近
隣
の
奈
義
町
、
美
作
市
、

津
山
市
か
ら
50
名
を
こ
え
る
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ

り
岡
山
甘
栗
の
特
徴
・
種
類
・
適
地
の

選
定
等
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
40
分
程

度
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
既
に
利
平
な
ど
の
日
本
栗

を
栽
培
し
て
い
る
方
が
多
い
た
め
か
、

植
栽
地
の
条
件
や
収
穫
量
、
凍
害
防
止

方
法
等
レ
ベ
ル
の
高
い
質
問
が
多
く
寄

木
の
樹
勢
を
回
復
す
る
た
め
に
即
効
性

肥
料
の
散
布
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
樹
勢
回
復
は
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
電
気
柵
で
全
面
積
を
囲
う
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
再
び
被
害
を

受
け
る
箇
所
も
あ
り
、
再
生
の
可
能
性

が
低
い
被
害
木
等
に
つ
い
て
は
、
今
春

接
ぎ
木
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
勝
央
町
河
原
地
区
に
つ
い
て

は
、
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

電
気
柵
の
設
置
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

勝
英
農
協
で
は
、
産
地
化
を
進
め
る

た
め
、
今
後
３
年
間
で
１
８
，
０
０
０

本
程
度
の
植
栽
を
計
画
し
て
お
り
、
苗

木
の
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
苗
木
購
入
者
へ
の
指
導
は
、
農
業

普
及
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
行
っ

　

当
普
及
指
導
区
で
は
、
森
林
研
究
所

で
開
発
さ
れ
た
「
岡
山
甘
栗
」
の
産
地

化
を
目
指
し
、
森
林
研
究
所
及
び
農
業

普
及
セ
ン
タ
ー
、
勝
英
農
協
と
連
携
し

な
が
ら
、
約
７
，
０
０
０
本
が
植
栽
さ

れ
た
美
作
市
上
山
地
区
、
勝
央
町
河
原

地
区
等
を
中
心
に
育
成
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
美
作
市
上
山
地
区
で
は

平
成
24
年
５
月
に
シ
カ
の
食
害
が
発
生

し
、
現
地
調
査
の
結
果
、
約
５
割
程
度

の
苗
木
の
新
梢
が
食
害
を
受
け
て
い
た

こ
と
か
ら
、
電
気
柵
の
設
置
、
忌
避
剤

の
活
用
に
よ
る
被
害
の
防
止
や
、
被
害

 
普
及
情
報

　岡
山
甘
栗
の
産
地
化

せ
ら
れ
、
み
な
さ
ん
が
非
常
に
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
解
り
、
熱
心

な
討
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
地
で
の
植
栽
指
導
を
進

め
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
に
植
栽
を
行
っ

た
生
産
者
へ
の
苗
木
の
育
成
・
剪
定
等

に
つ
い
て
指
導
を
行
い
、
農
協
や
農
業

普
及
セ
ン
タ
ー
、
森
林
研
究
所
と
連
携
・

協
力
し
て
産
地
化
を
推
し
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
勝
英
普
及
指
導
区

　
　

林
業
普
及
指
導
員　

長
畑
弘
道
）

岡山甘栗

植栽後７年目の岡山甘栗

栽培講習会の様子
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従
来
の
品
種
に
比
べ
て
、
格
段
に
成

長
が
良
い
苗
木
で
す
。
初
期
の
成
長
が

早
い
た
め
、
雑
草
木
の
被
圧
か
ら
抜
け

出
す
年
数
が
短
く
な
り
、
下
刈
り
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
樹

冠
が
う
っ
閉
す
る
ま
で
の
期
間
も
短
く
、

低
密
度
の
植
栽
に
向
い
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

植
林
作
業
の
省
力
化
へ
の
取
り
組
み

は
、
個
々
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
技
術
や
作
業
シ
ス
テ
ム
の
組
合
せ
に

よ
り
、
相
乗
的
に
そ
の
効
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

④
セ
ラ
ミ
ッ
ク
苗

　

吸
水
性
の
あ
る
陶
器
の
筒
を
ポ
ッ
ト

と
し
て
育
て
ら
れ
た
苗
で
す
。
コ
ン
テ

ナ
苗
よ
り
も
容
量
が
小
さ
い
た
め
、
さ

ら
に
植
え
付
け
作
業
の
省
力
化
（
１
人

１
日
当
た
り
７
０
０
本
植
栽
）
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ

苗
と
同
様
に
、
植
え
付
け
後
の
生
育
は

良
好
で
あ
り
植
栽
時
期
が
限
定
さ
れ
ま

せ
ん
。

⑤
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

②
大
苗
植
栽

　

１
ｍ
以
上
に
育
っ
た
苗
を
植
栽
す
る

こ
と
で
、
下
刈
り
を
省
略
で
き
ま
す
。

③
コ
ン
テ
ナ
苗

　

根
鉢
が
成
形
さ
れ
た
専
用
の
コ
ン
テ

ナ
で
育
て
ら
れ
た
苗
で
す
。
従
来
の
苗

木
に
比
べ
て
、
植
穴
を
小
さ
く
す
る
こ

と
が
で
き
、
植
え
付
け
作
業
の
省
力

化
（
１
人
１
日
当
た
り
４
０
０
本
植
栽

　
〔
普
通
苗
の
場
合
１
人
１
日
当
た
り

２
０
０
本
植
栽
〕）
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
苗
木
の
よ
う
に
根
切
り

作
業
を
行
わ
な
い
た
め
、
根
茎
が
コ
ン

テ
ナ
内
で
発
達
し
、
植
え
付
け
後
の
土

壌
へ
の
順
応
が
早
く
、
成
長
が
良
好
で

あ
る
上
、
植
栽
時
期
を
選
ば
な
い
た
め
、

作
業
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

背
景

　

戦
後
に
行
わ
れ
て
き
た
拡
大
造
林
に

よ
り
、
人
工
林
の
多
く
が
40
～
50
年
生

と
な
り
標
準
伐
期
を
迎
え
、
育
林
の
時

代
か
ら
本
格
的
な
利
用
の
時
代
に
入
っ

て
い
ま
す
。
将
来
の
森
林
資
源
の
構
成

を
適
正
に
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能

な
森
林
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

伐
採
後
の
再
造
林
を
欠
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
年
の
材
価
低

迷
の
影
響
に
よ
り
再
造
林
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
造
林
放
棄
地

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
様
々

な
省
力
化
の
植
林
作
業
に
係
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
省
力
化
技
術

①
低
密
度
植
栽

　

苗
木
を
従
来
よ
り
少
な
い
本
数
（
ha

当
た
り
１
０
０
０
～
２
０
０
０
本
）
の

密
度
で
植
栽
を
行
う
と
と
も
に
、
下
刈

り
は
坪
刈
り
と
す
る
な
ど
し
て
、
苗
木

代
や
植
栽
及
び
保
育
に
係
る
人
件
費
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

林
業
技
術
⑤

�
植
林
施
業
の
省
力
化

植え付け専用機具専用機具による穴あけ作業状況

セラミック苗

コンテナ苗

根
の
生
長
に
よ
り
陶
器
の
筒
が
割
れ
る
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概
ね
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
基
準
強
度
を
満
足
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
曲
げ
試
験

だ
け
で
な
く
、
圧
縮
、
引
張
の
各
試
験

に
お
い
て
も
曲
げ
試
験
同
様
、
各
等
級

の
強
度
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
基
準
強
度
を
概
ね

満
足
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。
試
験
デ
ー
タ
を
よ
り
多
く
整
備

す
る
こ
と
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
県

産
２
×
４
材
に
、
よ
り
高
い
性
能
の
評

価
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
製
材
は
、

こ
の
性
質
を
利
用
し
て
仕
分
け
さ
れ
ま

す
。
図
２
は
、
目
視
に
よ
る
等
級
で
分

け
た
曲
げ
強
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

各
等
級
で
階
段
状
に
示
し
た
線
は
、

現
在
、
枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
で
も
っ

と
も
一
般
に
用
い
ら
れ
る
樹
種
の
一
つ

で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｆ
（
ス
プ
ル
ー
ス
・
パ
イ
ン
・

フ
ァ
ー
）
の
基
準
強
度
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
断
定
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
も
、

面
寸
法
、
38
×
１
４
０
㎜
）、
２
種
類
の

部
材
を
つ
く
っ
て
、
曲
げ
、
引
張
、
圧
縮
、

お
よ
び
、
せ
ん
断
の
強
さ
を
調
べ
ま
し

た
。
試
験
方
法
は
、
枠
組
壁
工
法
構
造

用
製
材
で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
方
法
で

す
が
、
軸
組
工
法
の
住
宅
に
用
い
ら
れ

る
方
法
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

図
１
と
図
２
に
、
曲
げ
試
験
の
結
果

を
示
し
ま
し
た
。
図
１
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
板
類
に
お
い
て
も
曲
げ
強
度
と

曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
の
間
に
は
相
関
関
係

が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
ヤ
ン
グ
係
数
が

大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、
強
度
も
大
き

　

前
回
は
、
岡
山
県
産
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

の
強
度
等
級
区
分
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
用

途
を
拡
大
す
る
た
め
の
２

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

×
４
材
（
枠

組
壁
工
法
構
造
用
製
材
）
へ
の
利
用
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

岡
山
県
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
は
、
そ

の
森
林
資
源
と
し
て
の
供
給
体
制
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
の
原
木
丸
太
の
市
場
価
格
を
考
え
る

と
、
現
在
の
主
に
管
柱
の
生
産
を
想
定

し
た
需
要
だ
け
で
な
く
、
広
い
範
囲
の

需
要
を
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
き
な
り
新
用
途
と
い
っ
て
も
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
の
で
、
現
在
の
用
途
の
周
辺

か
ら
開
拓
し
て
い
く
の
が
妥
当
で
し
ょ

う
。
現
在
で
も
間
柱
や
筋
交
等
の
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
法
的
な
整

備
が
な
さ
れ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
需
要
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
行
わ
れ
た
２
×
４
材
の
強
度
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

　

ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
で
２
×
４
材
（
断
面

寸
法
、
38
×
89
㎜
）
と
２
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク
ス

×
６
材
（
断

研
究
だ
よ
り

岡
山
県
産
木
材
の
強
さ
（
そ
の
⑤
）

　森
林
研
究
所

　木
材
加
工
研
究
室

　
　
　
　
　特
別
研
究
員

　小
玉
泰
義
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研
究
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特
別
研
究
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小
玉
泰
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前
回
は
、
岡
山
県
産
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
強

度
等
級
区
分
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
用
途
を
拡
大
す
る

た
め
の

２
×

４
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー材

（
枠
組
壁
工
法
構
造
用

製
材
）
へ
の
利
用
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
 

岡
山
県
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
は
、
そ
の
森

林
資
源
と
し
て
の
供
給
体
制
が
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
原
木
丸
太

の
市
場
価
格
を
考
え
る
と
、
現
在
の
主
に
管

柱
の
生
産
を
想
定
し
た
需
要
だ
け
で
な
く
、

広
い
範
囲
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
い
き
な
り
新
用
途
と
い
っ
て
も
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
現
在
の
用
途
の
周
辺

か
ら
開
拓
し
て
い
く
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

現
在
で
も
間
柱
や
筋
交
等
の
生
産
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
法
的
な
整
備
が
な
さ
れ
れ

ば
そ
れ
な
り
の
需
要
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
２
×

４
材

の
強
度
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
 

 
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
で
２
×
４
材
（
断
面
寸
法
、

38×

89㎜
）と

２
×

６
ツ
ー
バ
イ

シ
ッ
ク

ス材（
断
面
寸
法
、

38×
１
４
０
㎜
）、

２
種
類
の
部
材
を
つ
く

っ
て
、
曲
げ
、
引
張
、
圧
縮
、
お
よ
び
、
せ

ん
断
の
強
さ
を
調
べ
ま
し
た
。試

験
方
法
は
、

枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
で
一
般
に
用
い
ら

れ
る
方
法
で
す
が
、
軸
組
工
法
の
住
宅
に
用

い
ら
れ
る
方
法
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
 

 
図
１
と
図
２
に
、
曲
げ
試
験
の
結
果
を
示

し
ま
し
た
。
図
１
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
板

類
に
お
い
て
も
曲
げ
強
度
と
曲
げ
ヤ
ン
グ
係

数
の
間
に
は
相
関
関
係
が
あ
り
ま
す
。即

ち
、

ヤ
ン
グ
係
数
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、
強

度
も
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

Ｍ
Ｓ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
製
材
は
、
こ
の
 

                   

性
質
を
利
用
し
て
仕
分
け
さ
れ
ま
す
。
図
２

は
、
目
視
に
よ
る
等
級
で
分
け
た
曲
げ
強
度

を
示
し
て
い
ま
す
。
 

各
等
級
で
階
段
状
に
示
し
た
線
は
、
現
在
、

枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
で
も
っ
と
も
一
般

に
用
い
ら
れ
る
樹
種
の
一
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｆ

（
ス
プ
ル
ー
ス
・
パ
イ
ン
・
フ
ァ
ー
）
の
基

準
強
度
を
表
し
て
い
ま
す
。
 

サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
断
定
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
も
、
概
ね
、
 

Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
基
準
強
度
を
満
足
し
て
い
る
よ
う
 

                   

に
見
え
ま
す
。
曲
げ
試
験
だ
け
で
な
く
、
圧

縮
、
引
張
の
各
試
験
に
お
い
て
も
曲
げ
試
験

同
様
、
各
等
級
の
強
度
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
基
準
強

度
を
概
ね
満
足
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。
試
験
デ
ー
タ
を
よ
り
多
く
整
備

す
る
こ
と
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
県
産
２

×
４
材
に
、
よ
り
高
い
性
能
の
評
価
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

  

 

 

その４：平成24年7月号に掲載。 
ＭＳＲ製材：機械による曲げ応力等級区分を行う枠組壁工法構造用製材 

その４：平成24年７月号に掲載。
MSR製材：…機械による曲げ応力等級区分を行う枠組壁

工法構造用製材

曲げヤング係数，kN/mm ２

図１　県産２×４材の曲げ強度と曲げヤング係数の関係

図２　県産２×４材の等級別  曲げ強度

曲
げ

強
度

，
N

/m
m

２
曲

げ
強

度
，

N
/m

m
２

スギ
ヒノキ

スギ
ヒノキ
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講
座
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

講
義
後
の
認
定
式
で
は
、
全
て
の
講

座
を
修
了
し
た
60
名
を
初
の
県
産
材
サ

ポ
ー
タ
ー
に
認
定
し
、
代
表
の
方
に
木

製
の
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

三
　お
わ
り
に

　

養
成
講
座
終
了
後
、
認
定
サ
ポ
ー
タ
ー

が
所
属
す
る
工
務
店
等
52
社
が
県
産
材

利
用
工
務
店
等
と
し
て
登
録
さ
れ
、
県

木
連
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.kaiteki-kinoie.or.jp

）

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て

県
産
材
の
需
要
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
林
政
課　

林
業
木
材
班
）

少
な
い
製
材
機
械
や
木
材
乾
燥
施
設
、

木
材
市
場
な
ど
を
視
察
す
る
こ
と
で
、

木
材
産
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
午
後

は
真
庭
森
林
組
合
に
よ
る
高
性
能
林
業

機
械
を
使
っ
た
木
材
搬
出
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
は
岡
山
市
内
の
ピ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ま
き
び
に
お
い
て
木
材
全
般
に
関

す
る
講
義
及
び
県
産
材
サ
ポ
ー
タ
ー
認

定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
研

究
所
木
材
加
工
研
究
室
の
研
究
員
等
か

ら
木
材
の
強
度
や
木
材
乾
燥
、
耐
久
性

な
ど
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
詳
細
な
実

験
デ
ー
タ
等
を
踏
ま
え
た
講
義
が
行
わ

れ
、
全
３
日
間
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
た

　

第
１
日
目
は
、
赤
磐
市
に
あ
る
県
農

林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
で

開
催
さ
れ
、
木
造
住
宅
の
構
造
計
算
の

基
礎
や
岡
山
県
の
森
林
・
林
業
等
の
現

状
、
木
材
の
基
礎
的
性
質
な
ど
森
林
や

林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
基
礎
的
な

内
容
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
木
の
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
（
林

野
庁
補
助
事
業
）
と
の
同
時
開
催
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
建
築
業
や
大
工
工
事
業

の
方
な
ど
を
中
心
に
80
名
以
上
が
参
加

し
、
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
真
庭
市
内
の
製
材
工
場

や
木
材
市
場
、
木
材
伐
採
現
場
等
を
視

察
す
る
現
地
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
築
業
等
の
方
が
普
段
見
る
機
会
が

「
県
産
材
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
等
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　の
実
施
に
つ
い
て

一
　は
じ
め
に

　

岡
山
県
で
は
、
お
か
や
ま
森
づ
く
り

県
民
税
を
活
用
し
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
や
建
築
物
等

に
関
す
る
相
談
・
要
望
に
対
応
で
き
る

人
材
を
県
産
材
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
養

成
し
、
そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
有
す
る
工

務
店
等
を
登
録
す
る
「
県
産
材
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
等
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
県
産
ヒ
ノ
キ
販
路

拡
大
等
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、（
社
）

岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
へ
の
補
助
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
11
月
に
全
３
日
間
の
日

程
で
県
産
材
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が

開
催
さ
れ
、
意
欲
あ
る
建
築
工
事
業
や

大
工
工
事
業
等
に
従
事
す
る
方
が
参
加

し
、
60
名
が
初
の
県
産
材
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

二 

　県
産
材
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

内
容

　

養
成
講
座
は
11
月
７
日
、
14
日
、
21

日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

木
材
利
用
・
技
術�

⑥

第１日目講義

第２日目現地研修

認定式
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①
県
民
が
育
て
楽
し
む
森
づ
く
り

活
動
支
援
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
会
員
を
対
象
に
、
植
樹
な
ど
の
森
林

整
備
活
動
や
、
き
の
こ
栽
培
な
ど
の

森
の
恵
み
を
楽
し
む
活
動
に
対
し
て
、

30
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
制
度
で
、

本
年
度
は
「
備
中
足
守
竹
取
物
語
」
な

ど
10
団
体
が
、
人
工
林
の
除
間
伐
な
ど

12
の
森
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

左
の
写
真
は
「
あ
か
い
わ
美
土
里
の

和｣
が
２
月
３
日
に
赤
磐
市
で
開
催
し

た
「
里
山
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
山
菜
料
理
、
草
木
染

め
、
紙
す
き
の
３
つ
の
体
験
を
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
、
大
好
評
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

②
森
の
恵
み
を
楽
し
む
活
動
支
援
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
中
核
と
な
る
３
団
体
に
委
託
し
て
行

う
「
植
樹
・
保
育
の
つ
ど
い
」
な
ど
森

林
整
備
活
動
を
行
う
制
度
で
、
竹
林
の

整
備
な
ど
８
つ
の
森
づ
く
り
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

右
の
写
真
は
「
岡
山
森
林
組
合
」
が

10
月
27
日
に
瀬
戸
内
市
で
開
催
し
た
「
保

育
の
つ
ど
い
」
で
、
午
後
か
ら
は
、
木

工
品
の
制
作（
巣
箱
）も
行
わ
れ
ま
し
た
。

③
資
機
材
の
貸
出

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
て
い

る
ナ
タ
や
カ
マ
な
ど
、
森
づ
く
り
に
必

要
な
資
機
材
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
企
業
な
ど
19
団
体
に

対
し
、
33
件
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
と

派
遣
・
紹
介

　

森
づ
く
り
の
知
識
・
技
術
を
持
た
れ

た
指
導
者
の
方
々
を
「
森
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
、
学
校
・
企
業

等
が
行
う
森
林
保
全
活
動
等
に
、
森
づ

く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
・
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
18
名
の
方
を
登
録
し
て
お
り
、

高
梁
市
立
宇
治
小
学
校
な
ど
に
派
遣
し

て
い
ま
す

⑤
ド
ン
グ
リ
ポ
ッ
ト
苗
木
の
管
理
及
び

配
布

　

ア
ベ
マ
キ
な
ど
の
苗
木
約
３
千
本
を

管
理
し
て
お
り
、
無
償
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
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植
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動
に
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上
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で
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本
年

度
は
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備

中
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取
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10団
体

が
、

人
工
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の
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間
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な

ど

12の
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づ
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動
に

取
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す
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左
の
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は
「

あ
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い
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美
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里
の

和
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２
月

３
日

に
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磐
市

で
開

催
し
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里
山
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会

な
ど

に
配

布
し

て
い

ま
す

。
 

         

おかやま森づくりサポートセンターの 

活動について 

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
活

動
内

容
 

「あかいわ美土里の和」のみなさん 

保育のつどい 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

　おかやま森づくりサポートセンターは、森林ボランティアグループ等が行う自主的な森づくり活
動を支援することにより、「県民が育て楽しむ森づくり」を推進することを目的に、平成24年６月に
森林ボランティアグループ、林研グループ、森林組合など25団体の参加を得て発足し、現在33団体
が加入しています。
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冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
も
多
く
な
る
こ

と
か
ら
、
山
火
事
が
大
変
起
こ
り
や
す

い
季
節
で
す
。

　

過
去
５
年
間
で
、
岡
山
県
で
は
４
３
５

件
の
山
火
事
が
発
生
し
、
２
１
８
㌶
の

緑
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
、
た
き
火
の
不
始
末
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
、
火
遊
び
と
い
っ
た
人
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
３
月
を
「
山
火
事
予

防
運
動
月
間
」
と
し
て
、

『
山
の
火
事
　も
と
は
小
さ
な

火
種
か
ら
』

を
統
一
標
語
に
、
山
火
事
の
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
様
々
な

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

３
月
は
山
火
事
予
防
月
間
で
す
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情
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。

県
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れ
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気
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相
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で
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る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
御
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

(

お
か
や
ま
森
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
務
局)
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が
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燥
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大
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過
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５
年
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で
、
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山
県
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４
３

５
件
の
山
火
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が
発
生
し
、
２
１
８
㌶

の
緑
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
、
た
き
火
の
不
始
末
、
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
、
火
遊
び
と
い
っ
た
人
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

岡
山
県
で
は
、
３
月
を
「
山
火
事
予

防
運
動
月
間
」
と
し
て
、

『
山
の
火
事

も
と
は
小
さ
な

火
種
か
ら
』

を
統
一
標
語
に
、
山
火
事
の
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

野
外
で
火
を
取
り
扱
う
と
き
に
は
、

細
心
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
治
山
課

造
林
班
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

（http://okayama-morisapo.org/）

アドレスは

こちら

お
わ
り
に

３３
月月
はは
山山
火火
事事
予予
防防
月月
間間
でで
すす

今年から、おなじみのリスに替
わって「ももっち・うらっち」
が頑張ります。

よろしく！

お
わ
り
に

　

県
民
に
親
し
ま
れ
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
御
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
お
か
や
ま
森
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

事
務
局
）
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に
、
山
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取
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と
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に
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い
し
ま
す
。

（
治
山
課

造
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班
）
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ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
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アドレスは

こちら

お
わ
り
に

３３
月月
はは
山山
火火
事事
予予
防防
月月
間間
でで
すす

今年から、おなじみのリスに替
わって「ももっち・うらっち」
が頑張ります。

よろしく！

（
治
山
課　

造
林
班
）

　

野
外
で
火
を
扱
う
時
に
は
、
細
心
の

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
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森林・林業関係イベント参加募集

技能講習会の開催（３～５月）



（…12…）

りんせい　No.428　2013.…３

林 産 物 市 況
木　材（2月 20 日） 単位：千円／㎥

14 ～ 16
18 ～ 20
22 ～ 24
18 ～ 22
24 ～ 28
18 ～ 20
18 ～ 24
24 ～ 30

11
12.5
12
10
10
18
8
10

7
7
7
8.5
9
6
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ
4ｍ

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

正角 3m　10.5cm角

正角 3m　12cm角

正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
平角 4m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm
正角 3m、4ｍ　10.5cm角
平角 3m、4ｍ　10.5×15 ～ 21cm
タルキ 4m　3.8cm角
間柱 3m　2.7cm×10.5cm

特 等
特 等
特 等
特 等
特 等
特 等
一 等
特 等
特 等
特 等
特 等

Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

30,000 ～ 35,000
50,000 ～ 55,000
30,000 ～ 35,000
50,000 ～ 55,000
55,000 ～ 65,000
55,000 ～ 65,000

60,000
46,000 ～ 50,000
47,000 ～ 52,000
62,000 ～ 64,000
50,000 ～ 51,000

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り

杉

14 ～ 16
18 ～ 20
22 ～ 24
26cm上
14cm
16 ～ 18
20 ～ 22
24 ～ 28
30cm上
14cm
16cm
18 ～ 20
22cm上

22
18
17
17
16
20
18.5
18
20
17
30
30
25

14
14
14
14
13
16
15
16
16
10
25
25
23

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

3ｍ

4ｍ

6ｍ

檜
松

・出荷材積　　　　　約 1,500 ㎥
　　記号　△　強気配
　　　　　－　横ばい
　　　　　▼　弱気配

（共販所より概況）
ス　ギ：22 下は３ｍ、22 上は４ｍ造材にお願いします。
ヒノキ：６ｍ材は直材で力の強い（末口 16cm～ 20cm、元口 22cm）造材が有利です。
スギ・ヒノキともに直材中心の造材よいと思われます。

製　材（2月中旬）
樹　　　種 寸　　　　　　　　　法 等級 区分

注文挽き

注文挽き

現地挽

備考安値～高値

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

コニファー水和剤

センチュリーエース　★新発売★マッケンジー注入剤
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森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で17億円以上の保険金が支払わ
れました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円



平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
（
第
四
二
八
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

岡
山
県
林
政
課
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
︱
四
︱
六

〒700-8750

編
集

発
行

認定番号
K0809236

この用紙は、日本の森林を育てる
ために間伐材を積極的に使用して
います。（間伐材10％＋古紙70％）
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林 

声

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

一般社団法人　岡山県森林協会

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511

◎
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す

　

事
務
局
で
は
会
員
の
方
か
ら
の
、
紙

面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
も

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
・

参
加
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載

希
望
月
の
２
个
月
前
ま
で
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

送
付
先

７
０
０
︱
８
５
７
０

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内　

ま
た
は

７
１
７
︱
０
０
１
３

　

森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室
内

【
編
集
後
記
】

●
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
つ

つ
、
今
年
度
最
後
の
林
声
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
一
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
頁
数
が
増
え
、
内
容
充

実
で
読
み
応
え
が
あ
っ
た
、
と
感
想
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

●
林
業
は
木
材
利
用
の
時
代
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
は
「
木
を
高
く
売
る
」
た
め

の
情
報
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。（
Ａ
）

◆
情
報
盛
り
だ
く
さ
ん
で
お
届
け
し
て
お
り

ま
し
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
の
編
集
後
記
で
す
。

今
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
最
終
号

ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

◆
川
上
か
ら
川
下
、
木
材
利
用
か
ら
自
然
環

境
ま
で
、
テ
ー
マ
と
会
員
の
守
備
範
囲
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。（
Ｎ
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ




